
WHILL が最新テクノロジーで追求する 
次世代のパーソナル モビリティ
「100 m 先のコンビニに行くのをあきらめる」。 
そんなひとりの車椅子ユーザーの言葉から開発が 
始められた WHILL は、障害の有無や年齢に関わらず、 
誰でもスマートに移動できる、従来の電動車椅子を 
超えた次世代のパーソナル モビリティを実現している。

WHILL 株式会社で車両開発部部長を務める
平田泰大氏は「我々は WHILL を開発する上
で、ふたつのバリアと戦っています」と語る。
「ひとつは物理的なバリア、もうひとつは精
神的なバリアです。物理的なバリアとは、段
差や悪路などによって移動が妨げられてい
る、ということです。従来の車椅子は、段差
や悪路にあまり強くなく、まちづくりもちゃ
んとバリアフリーになっていないため、出か
けるのに困難を感じてしまいます」

「そして精神的なバリアは、車椅子に乗って
いる姿を人に見られることにためらいを感
じる人がいる、ということです。歩行の困
難な人を引きこもりがちにしてしまうこのふ
たつのバリアを、デザイン性が高く、スマー
トで機能的なパーソナル モビリティである 
WHILL で壊すことができれば、かなり良い
世界を実現できるというビジョンを持ってい
ます」

最初の商品化モデルとなった  W H I L L 
Model A の購入者から寄せられた要望をも
とに、同社が 2017 年 4 月に発表した普及
価格帯モデルの WHILL Model C は、自動
車に積んで移動できるコンパクトかつポータ
ブルなパーソナル モビリティとして開発され
た。「ラストワンマイル」と呼ばれる、自宅か
ら駅やバス停、着いた場所から最終目的地
までの、ちょっとした距離を補う用途にも容
易に活用できるようにするためだ。

「車のトランクに積むことを考えて、人が持
ち上げられるものの重さを調査してみると、
15 kg から 20 kg の間くらいにボーダーラ
インがありました。 15 kg なら割と楽に持ち
上げて車に積むことができますが、20 kg に
近づくにつれて持ち上げられる人が少なく
なってきます」と、平田氏。「折りたたみ式で
は、その範囲に重量を収めることはとてもで
きないので、バッテリーを外して機体を分割
するというコンセプトにしました」
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ジェネレーティブ デザインによるフレームに換装した WHILL Model C

いかにもジェネレーティブ デザイン
らしい形状になったと思います。 
フレームだけで 40% 以上の軽量化
ができて、全体で 1 kg 以上は軽く 
なりました。

平田 泰大 氏
WHILL 株式会社 車両開発部 部長　2009 年曙ブレーキ工業 
株式会社にて、自動車向けブレーキの機構開発およびコンセプ
トモデル開発に従事。2014 年 WHILL に参画。プロトタイピン
グから量産まで、車両の開発を担当している。



さまざまな試行錯誤の結果採用されたのは、
本体を簡単に、シート部、後輪を含むメイ
ンボディ部、前輪を含むドライブベース部に  
3 分割できるデザイン。「メインボディ部には
モーターが付いた重い駆動系が入っていま
す。そのため、開発においては、駆動系以
外のフレームの部分をどこまで削れるかとい
うチャレンジになりました」

2017 年 4 月に発表された Model C では、
それぞれの重量は約 14.5 kg、20 kg、14.5 
kg に抑えられた。それにより、一般的な
セダンタイプの乗用車のトランクへ積み込
み、移動して外出先で組み立てて、そこから 
WHILL で移動することも容易になった。だ
が発売後も将来を見据えて、軽量化をどこま
で突き詰められるかを考えていたという。

ジェネレーティブ デザインによる 
最適なフレーム形状
「その手段のひとつにジェネレーティブ デ
ザインがあると思っていたところ、Fusion 
360 で利用できることになったので、トラ
イしてみました。当初はトポロジー最適化も
やってみようと思ったんですが、技術的に限
界がありそうで。ジェネレーティブ デザイン
を使って、ゼロベースで最適な形状を考え
られるのなら、その方が良い結果が出るん
じゃないかと考えました」

多忙なスケジュールの中、実際の作業はイン
ターン生とふたりで行われた。「ジェネレー
ティブ デザインという技術への期待ととも
に、設計経験ゼロのインターンにディレク
ションをして、ジェネレーティブ デザインを
使ったらどういう結果が得られるのか、と
いうところにも二重の面白みを感じて、ふ
たりでトライしました。行なっている試験の 
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リストを作り、それをどういう形で入力する
かを考えて、ラインナップを作りました。モ
デリングと、荷重条件の入れ方は彼に考えて
もらっています」

初めてのプロジェクトにも関わらず、軽量
化の効果は想定以上だったと平田氏はいう。
「いかにもジェネレーティブ デザインらし
い形状になったと思います。フレームだけで 
40% 以上の軽量化ができて、全体で 1 kg 
以上は軽くなりました。量産の工法を考える
と、なかなか難しい形状であることは分かっ
ていましたが、まずはそのまま形にして、
ジェネレーティブ デザインの計算結果がどん
なものかを見極めようとしています」

「設計以外のソフトウェアや電気のチームか
らも、メチャクチャ面白いことやっています
ねという声がありました。みんなでちょっと
先の未来を見ている感じがすごく印象的で
したね。今はこの技術をいかに量産に持っ
ていくかという、基礎研究的なことを考えて
やっています。将来的に量産の設計をする
ときに、この考え方をいかに取り込めるか。
会社としての活用法を確立したいと思ってい
ます」

iF DESIGN AWARD や Red Dot Design Award、 
グッドデザイン賞などを獲得した Model C の市販モデル
[提供: WHILL株式会社]

ジェネレーティブ デザインによるフレームに換装した  
WHILL Model C

WHILL 株式会社の車両開発部部長、平田泰大氏（右）

Model C はバッテリーを外して 3 分割が可能
[提供: WHILL株式会社]

2014 年に発表された Model A
[提供: WHILL株式会社]

平田氏はデザイナーとのディスカッションを
通じて、こうした技術をベースにした、新
たなデザインの方法を考えればいいと述べ
る。「プロダクト デザインの歴史を遡ってみ
ると、設計ツールに依存したトレンドもあっ
たと思います。3 次元 CAD が出る前のプロ
ダクト デザインは平面的だったデザインが、
3 次元 CAD 登場後は滑らかな曲線が出せる
ようになったりもしました。今後は“ジェネ
レーティブ デザインが存在する時代のデザ
イン”があってもいい」

「設計の効率化を考えると、それが“ある
べき姿”だと思います」と、平田氏は続ける。
「設計にプロダクト デザインがついてこなく
てはいけない。エンジニアのためのツールと
いうだけでもダメで、エンジニアが効率よく
使って、かつプロダクト デザイン的にも格好
良くなっていくべきです。ジェネレーティブ 
デザインは、絵を描いてもらったり、ディス
カッションしたりする上で、ミニマムの形状
を見せられるのが強みですね。これが最低
限で、ここからはもう肉を削げないというの
が、すごく分かりやすい。この線がないと成
立しない、ということを把握してディスカッ
ションできるので、チーム全体で複合的に
使っていくのがいいですね」


